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官民連携・
広域連携推進

メーター位置情報をデータ化する

ことで、自治体間での広域連携の

協議推進や、官民連携でのデータ

利活用による課題解決に繋げるこ

とができます。

災害時の
対応力強化

メーター位置情報を電子化する

ことで、災害時の情報共有がス

ムーズになり、漏水箇所の早期

発見など、緊急時の迅速な復旧

を図ります。

水道施設台帳
の整備促進

検針時に併せてメーター位置を測

量するため、別途での位置調査が

不要となります。改正水道法にお

ける台帳整備の義務化対応の促進

を図ります。

検針と同時に

メーター位置を測量し、

位置情報を電子化

ナビゲーション機能で

メーター位置までの

方角、距離を表示
みちびきのSLAS＊を活用

＊サブメーター級測位補強サービス

※写真・イラストはイメージです。

Bluetooth
位置情報

送信

※検針のたび測量を実施
測定回数が増える

ことで精度向上

位置測量 検針時に自動で

メーター位置を測量

位置整備

メーター位置の

登録・更新

ナビゲーション
メーターまでの方角、

距離を表示

位置情報出力
メーター位置を

データ出力

位置情報

受信 検針の引継ぎや、

災害時のメーター位置

特定の迅速化

メーター取替業者などに

位置情報を提供

活
用
例

活
用
例

提供：内閣府宇宙開発戦略推進事務局

みちびき(L1S)

みちびき

SLAS

受信機
Smart検針



コストを抑えて高精度！
短期間でメーター位置情報を完全収集！

［水道メーターナビゲーションシステムの概要］

検針と同時にメーター位置を測量し、位置情報を電子化します。

［水道事業者様が困っていること］

（理由）
1.メーター位置は工事完了後に提出される紙の設計書を基に管理されていますが、ユーザに
よっては紙のまま保管したり、紙の設計書からトレースしたマッピングシステムを使
用しているため、紛失や登録誤りによりメーター位置の正確性が低下します。

2.メーター位置や地図の情報は一度システムに登録されると、あまり更新されません。
そのため、メーター位置が変更されたり、建物が変わったりすると、正確なメーター
位置が分からなくなることがあります。

メーターの位置は、メーターの調査や交換に必要な情報ですが、
現在の状況ではメーターの位置情報が充分に正確ではないため、
その特定に時間がかかっています。

［水道メーターナビゲーションシステムのメリット］

自動的に位置情報を収集：

調査費用不要：

精度向上：

常に正確な情報：

通常の検針業務中に位置情報が自動的に収集されます。
※検針員の特別な操作は不要で、負担が増えません。

検針と同時に位置情報を収集するため、別途の位置情報調査費用は
かかりません。

検針回数が増えるごとに位置情報の精度が向上します。

定期的な検針により常に正確なメーター位置情報が収集されます。

［水道メーターナビゲーションシステムの主な機能］

テキスト形式での
位置情報出力：

ナビゲーション機能：

収集した位置情報をテキスト形式で出力することが可能です。
これにより、様々なマッピングシステムに位置情報を簡単に
取り込むことができます。

メーター位置までの方向と距離を示します。

※特許取得済みシステム（特許番号：第7460215号）


